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一
般
財
団
法
人 

自
然
公
園
財
団 

代
表
理
事（
専
務
理
事
）　

阿
部
宗
広

特
集

2

阿
部
宗
広

（
あ
べ・む
ね
ひ
ろ
）

東
京
生
ま
れ
。一
般

財
団
法
人
自
然
公

園
財
団
専
務
理
事
。

１
９
７
７
年
東
京
大
学
農
学
部
林

学
科
卒
業
。 

同
年
環
境
庁
入
庁
。 

中
部
山
岳
、伊
勢
志
摩
、支
笏
洞

な
ど
の
国
立
公
園
で
現
地
職
員（
レ

ン
ジ
ャ
ー
）と
し
て
勤
務
。環
境
省

自
然
環
境
計
画
課
長
な
ど
を
経
て

２
０
０
８
年
関
東
地
方
環
境
事
務

所
長
。 

２
０
１
０
年
退
官
。 

２
０
１

２
年
か
ら
現
職
。 

戦
時
下
の

国
土
休
養
地

計
画

雑
誌「
國
立
公
園
」と
田
村 
剛

國
立
公
園
協
会
、

「
國
立
公
園
」と
田
村 

剛

　
1
9
2
7
年（
昭
和
２
年
）12
月
、
国
立
公

園
の
誕
生
と
そ
の
健
全
な
発
達
を
期
す
こ
と

を
目
的
に
國
立
公
園
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

設
立
時
の
役
員
に
は
、
貴
族
院
議
員
・
侯
爵

細
川
護
立
を
会
長
に
政
・
官
・
学
及
び
経
済
界

の
要
人
が
名
を
連
ね
た
。
そ
の
1
年
あ
ま
り

後
の
1
9
2
9
年（
昭
和
４
年
）3
月
、
協
会

の
機
関
誌
と
し
て
「
國
立
公
園
」
が
創
刊
さ

れ
た
。
以
来
戦
争
中
の
誌
名
変
更
と
４
年
間

の
休
刊
は
あ
っ
た
が
、
現
在
ま
で
89
年
に
わ

た
り
発
行
さ
れ
続
け
、
昨
年
通
算
8
0
0
号

を
超
え
た（
時
期
に
よ
っ
て
号
数
の
付
け
方
が

変
わ
っ
た
た
め
、現
在
の
号
数
と
は
異
な
る
）。

　
そ
の
機
関
誌
に
創
刊
当
初
か
ら
深
く
関
わ

り
続
け
た
人
が
田
村
剛
で
あ
る
。
田
村
は
1

8
9
0
年（
明
治
23
年
）生
ま
れ
、
1
9
1
5

年（
大
正
4
年
）に
東
京
帝
国
大
学
林
学
科
を

卒
業
、
そ
の
3
年
後
に
東
京
帝
国
大
学
農
学

部
講
師
と
な
っ
た
。
1
9
2
0
年（
大
正
9

年
）に
内
務
省
の
嘱
託
と
な
り（
同
年
林
学
博

田
村 

剛

（「
國
立
公
園
」1
9
7
9
年
11
月
号 

N
o
・
3
6
0
、10
頁
よ
り
）

『
國
立
公
園
』創
刊
号

國
立
公
園
協
会
、1
9
2
9
年
。表
紙
画
：
石
井
柏
亭
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士
）、
当
時
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

日
本
の
国
立
公
園
制
度
の
検
討
・
設
計
、
国

立
公
園
候
補
地
の
現
地
調
査
・
資
料
収
集
な

ど
に
携
わ
り
、「
国
立
公
園
の
父
」
と
い
わ

れ
て
い
る
。
國
立
公
園
協
会
に
は
当
初
か
ら

設
立
発
起
人
、
常
務
理
事
と
し
て
参
画
し
、

「
國
立
公
園
」
の
編
集
も
担
っ
た
。

「
國
立
公
園
」と
の
出
会
い

　
私
が
初
め
て
國
立
公
園
誌
に
出
会
っ
た
の

は
今
か
ら
40
年
余
り
前
、
大
学
で
自
然
公
園

や
景
観
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
頃
で
あ
る
。

同
誌
は
自
然
公
園
行
政
の
動
き
や
自
然
景
観

に
関
わ
る
研
究
を
知
る
た
め
の
身
近
な
参
考

書
だ
っ
た
。

「
古
書
」
と
し
て
の
國
立
公
園
誌
を
、
創
刊

号
か
ら
戦
争
で
休
刊
と
な
る
1
9
4
4
年

（
昭
和
19
年
）6
月
に
発
行
さ
れ
た
も
の
ま
で

と
考
え
る
と
合
計
1
3
3
冊
に
な
る
。
た
だ

し
、
最
後
の
2
年
は
、「
國
立
公
園
協
会
」は

「
國
土
健
民
会
」
と
、「
國
立
公
園
」は
「
國

土
と
健
民
」
と
改
称
し
9
冊
発
行
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
と
の
出
会
い
は
、
学
生
の
時
か
ら
36

年
ほ
ど
後
の
2
0
1
2
年（
平
成
24
）年
に
な

る
。
諸
般
の
事
情
で
解
散
す
る
国
立
公
園
協

会
に
代
わ
り
、
自
然
公
園
財
団
が
発
行
を
引

き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
歴
史
あ
る
國
立
公

園
誌
を
絶
や
し
た
く
な
い
と
い
う
双
方
の
思

い
か
ら
だ
っ
た
。
協
会
か
ら
譲
り
受
け
た
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
創
刊
号
か
ら
全
号
が
揃
い
、

国
立
公
園
の
歴
史
・
記
録
が
詰
ま
っ
て
い
た
。

「
國
立
公
園
」の
内
容
と

田
村 

剛

　
創
刊
号
の
編
集
後
記
を
田
村
が
書
い
て
お

り
、
今
後
掲
載
し
た
い
内
容
と
し
て
以
下
を

列
挙
し
て
い
る
。

● 
国
立
公
園
の
使
命
政
策
行
政

● 

公
園
の
自
然
界
や
野
外
休
養
に

　 

関
す
る
研
究

● 

公
園
の
技
術
的
方
面
の
記
述
、

　 

実
地
に
関
す
る
資
料

● 

海
外
国
立
公
園
の
状
況

● 

我
が
国
国
立
公
園
運
動
の
現
況

● 

国
有
林
、
県
立
公
園
、

　 

一
般
風
景
地
保
養
地

● 

公
園
、
風
景
地
の
遊
覧
客
に
関
わ
る

　 

ツ
ー
リ
ス
ト
事
情

● 

地
方
風
景
を
紹
介
す
る
写
真

　
実
際
に
発
行
さ
れ
た
同
誌
の
内
容
で
い
ま

最
も
興
味
深
く
、
参
考
に
な
る
の
が
、
国
立

公
園
の
あ
る
べ
き
姿
や
そ
の
実
現
方
策
な
ど

に
関
す
る
論
説
で
あ
る
。
公
園
の
保
護
と
利

用
の
あ
り
方
、
他
省
庁
の
事
業
や
民
間
産
業

と
の
調
整
、
管
理
や
整
備
に
か
か
る
費
用
、

選
定
の
方
針
な
ど
な
ど
、
白
紙
の
状
態
か
ら

生
み
だ
し
、
形
作
っ
て
行
く
過
程
や
当
時
の

関
係
者
が
何
を
考
え
て
い
た
の
か
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
記
事
数
が
一
番
多
い
の
は
、
候
補

地
や
指
定
後
の
公
園
の
景
観
、
地
形
、
動
植

物
な
ど
の
紹
介
や
学
術
的
な
解
説
、
景
勝
地

の
紹
介
、
紀
行
な
ど
で
あ
る
。
大
判
の
写
真

も
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
往
時
の
姿
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
海
外
、
特
に
ア
メ
リ

カ
の
国
立
公
園
の
紹
介
記
事
も
多
い
。
1
9

3
1
年
（
昭
和
6
年
）
の
国
立
公
園
法
制
定

後
は
法
律
の
内
容
や
そ
の
運
用
、
公
園
の
施

設
な
ど
に
関
す
る
解
説
記
事
が
増
え
て
く
る
。

　
執
筆
者
は
、
当
時
国
立
公
園
を
担
当
し
て

い
た
内
務
省
を
始
め
と
す
る
政
府
関
係
者
の

他
、
林
学
、
地
理
学
、
考
古
学
な
ど
各
分
野

の
学
者
、
鉄
道
、
舟
運
、
宿
泊
、
旅
行
業
と

い
っ
た
関
係
業
界
や
経
済
団
体
の
ト
ッ
プ
な

ど
極
め
て
多
彩
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
記
事

数
が
ぬ
き
ん
で
て
多
い
の
が
田
村
だ
っ
た
。

そ
の
数
は
、
創
刊
か
ら
戦
争
で
休
刊
す
る
ま

で
の
16
年
間
で
77
本
、
戦
後
を
含
め
れ
ば

1
9
7
7
年
（
昭
和
52
年
）
ま
で
１
６
０
本

を
超
え
る
。
内
容
は
国
立
公
園
に
関
す
る

様
々
な
論
説
や
内
外
の
国
立
公
園
の
紹
介
な

ど
広
範
に
わ
た
る
。
編
集
者
と
し
て
執
筆
者

や
内
容
の
決
定
に
深
く
関
わ
り
な
が
ら
、
自

ら
の
論
を
世
に
問
い
、
檄
を
飛
ば
す
。
國
立

公
園
誌
は
田
村
剛
の
雑
誌
だ
っ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。

「
國
土
計
画
と
休
養
地
」

　
田
村
の
論
説
の
中
で
特
に
紹
介
し
た
い
も

の
と
し
て
、
1
9
4
2
年
（
昭
和
17
年
）
に

４
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
「
國
土
計
画
と

休
養
地
」
が
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
日
本

の
国
土
全
体
に
お
け
る
国
立
公
園
を
含
む
野

外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
の
整
備
・
配
置
計

画
で
あ
る
が
、
68
頁
、
約
12
万
字
、
新
書
に

な
る
ほ
ど
の
大
論
文
で
あ
る
。

　
こ
の
論
文
の
背
景
と
し
て
、
政
府
に
お
け

る
国
土
計
画
策
定
の
動
き
が
あ
っ
た
。

1
9
4
0
年
（
昭
和
15
年
）
9
月
、
政
府
は

国
土
計
画
設
定
要
綱
を
閣
議
決
定
し
た
。
国

防
国
家
態
勢
の
強
化
を
目
標
と
し
た
国
土
の

総
合
的
利
用
開
発
の
計
画
で
、
鉱
工
業
、
農

林
畜
水
産
業
の
配
分
、
交
通
、
動
力
、
治
山

治
水
・
利
水
、
人
口
配
分
な
ど
の
計
画
を
策

定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
動
き
に
田
村

は
素
早
く
反
応
し
、
同
年
の
11
・
12
月
合
併

号
の
巻
頭
に
「
國
土
計
画
と
國
立
公
園
」
と
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い
う
小
文
を
掲
載
し
た
。
田
村
の
主
張
は
、

国
土
計
画
の
樹
立
に
当
た
り
、
国
立
公
園
、

道
府
県
立
公
園
な
ど
を
予
め
計
画
に
位
置
づ

け
、
適
地
を
産
業
そ
の
他
の
利
用
か
ら
保
留

し
て
お
く
の
が
急
務
で
あ
る
こ
と
。
国
民
大

衆
の
利
用
を
考
え
れ
ば
、
国
際
観
光
の
見
地

を
尊
重
し
た
既
指
定
の
12
公
園
に
さ
ら
に
増

設
し
て
分
布
の
適
正
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
。
公
園
の
代
用
と
な
り
得
る
国
有
林
、
公

有
林
、
公
有
水
面
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
國
土
計
画
と
休
養
地
」
は
そ
の
１
年
あ
ま

り
後
に
掲
載
さ
れ
た
。
論
文
を
ま
と
め
上
げ

る
の
に
そ
れ
だ
け
の
時
間
と
作
業
が
必
要
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

論
文
は
以
下
の
８
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
１
　
国
民
と
休
養

　
２
　
国
土
計
画
と
休
養
地

　
３
　
休
養
地
計
画
基
本
資
料

　
４
　
休
養
地
利
用
に
関
す
る
資
料

　
５
　
国
立
公
園
計
画

　
６
　
道
府
県
立
公
園
計
画

　
７
　
都
市
自
然
公
園
計
画

　
８
　
そ
の
他
の
休
養
地
計
画

【
１
、
２
章
】
で
は
一
国
の
国
防
、
産
業
、

文
化
、
厚
生
対
策
に
お
い
て
休
養
問
題
も
重

要
な
意
味
を
持
ち
、
休
養
地
を
国
土
計
画
に

位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

【
３
章
】
で
は
休
養
地
計
画
を
検
討
す
る
に

あ
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
要
件
と
し
て
、
休
養

地
の
立
地
条
件
に
よ
り
異
な
る
利
用
適
期
・

期
間
、
利
用
地
点
の
収
容
力
、
利
用
者
の
誘

致
範
囲
、
都
市
と
の
位
置
関
係
、
交
通
機
関

の
状
況
な
ど
に
加
え
、
国
民
の
家
計
や
休
暇

制
度
を
挙
げ
、
分
析
を
加
え
て
い
る
。

【
４
章
】
で
は
職
業
、
学
齢
な
ど
国
民
各
層

の
人
口
分
布
や
旅
行
の
実
態
、
観
光
地
の
利

用
の
現
状
、
交
通
機
関
の
利
用
状
況
な
ど
を

分
析
し
、
休
養
地
利
用
に
関
す
る
以
下
の
数

値
な
ど
を
推
定
し
て
い
る
。

国
民
の
休
養
地
利
用
回
数
…
年
間
１
人
あ
た

り
１
・
２
回

休
養
地
の
誘
致
圏
…
日
帰
り
旅
行
圏
40
キ
ロ
、

宿
泊
旅
行
圏
1
2
0
キ
ロ

休
養
地
の
利
用
の
年
間
変
化
…
一
季
型
（
大

雪
山
な
ど
）
〜
四
季
型
（
白
浜
温
泉
な
ど
）

利
用
者
数
の
今
後
の
伸
び
…
15
％
／
年
　
10

年
後
4
倍
、
20
年
後
16
倍

【
５
章
】
は
こ
の
論
文
の
眼
目
と
す
る
部
分

で
あ
り
、
最
も
多
く
の
誌
面
を
割
い
て
い
る
。

　
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
自
然
条
件
で
厳
選
し
た

た
め
遠
隔
地
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
国
立
公

園
を
国
民
大
衆
の
利
用
し
や
す
い
も
の
と
す

る
た
め
、
選
定
に
際
し
地
方
ご
と
の
人
口
配

分
の
現
状
と
将
来
予
測
に
関
す
る
考
察
を
追

加
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
非
常
時
下

の
休
止
停
滞
を
考
慮
し
て
計
画
期
間
を
20
年

と
す
る
こ
と
、
人
口
に
基
づ
く
国
立
公
園
の

必
要
量
を
求
め
国
立
公
園
系
統
樹
立
の
一
般

的
標
準
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
基
本
的
な
考
え
方
の
下
に
、
1

9
4
0
年
を
基
準
年
と
し
、
20
年
後
の
1
9

6
0
年
に
必
要
な
国
立
公
園
の
面
積
は

2
0
0
万
ha
で
国
土
の
5
％
、
数
は
20
箇
所

に
な
る
と
し
て
い
る
（
表
１
）
。

　
次
に
全
国
を
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
7

地
方
に
分
け
、
各
地
方
の
20
年
後
の
人
口
、

国
立
公
園
の
利
用
者
数
を
推
計
し
、
こ
れ
を

基
に
国
立
公
園
の
地
域
配
分
を
検
討
し
て
い

る
。
検
討
に
当
た
っ
て
の
方
針
は
以
下
の
４

点
で
あ
る
。

①
全
国
民
が
一
泊
程
度
で
利
用
し
う
る
範
囲

に
国
立
公
園
を
配
置
す
る

②
公
園
の
中
心
か
ら
1
2
0
キ
ロ
を
利
用
圏

（
一
泊
休
養
圏
）
と
す
る

③
一
泊
休
養
圏
で
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と

を
基
本
と
す
る

「
國
土
計
画
と
休
養
地
」
田
村 

剛
1
9
4
2
年（「
國
立
公
園
」第
14
巻
第
4
号
、1
9
4
2
年
）

＊
戦
争
の
影
響
で
減
少
し
現
況
回
復
に
10
年
要
す

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
毎
年
15
％
増
で
、
20
年
後

に
４
倍
、
年
増
加
率
に
換
算
す
る
と
7
％

特集 戦時下の国土休養地計画2
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※人口9600万人、国立公園利用率25％ 公園利用者数2400万人（現況の4倍）
※国立公園１箇所当たりの面積10万ha、利用者数100万人/年とすると、
　国立公園の必要量は24箇所、240万ha
※関東以南は適地が少ないため、20箇所、200万haを目標として設定すると、
　一人当たりの国立公園面積200㎡、国土面積（38万㎢）の5％となる

表 2 休養地計画総括表

図 1 國立公園配分計畫図（「國立公園」第14巻第2号、1942年、24頁より）

表 1 20年後の国立公園の必要箇所数と面積 ④
公
園
の
収
容
力
を
考
慮
し
、
人
工
稠
密
地

方
で
は
休
養
圏
が
重
な
る
よ
う
に
公
園
を
配

置
す
る

　
こ
の
結
果
、
既
存
の
12
公
園
に
加
え
今
後

9
公
園
を
新
設
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
結

論
を
導
き
出
し
て
い
る
（
図
１
）
。

【
６
、
７
、
８
章
】
で
は
地
方
公
園
（
道
府

県
立
公
園
）
、
都
市
自
然
公
園
、
そ
の
他
の

休
養
地
の
国
土
計
画
へ
の
位
置
づ
け
の
必
要

性
を
説
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
量
を
算
出
し

て
い
る
。

最
後
に
、
こ
れ
ら
全
て
を
合
わ
せ
て
国
土
全

体
で
４
６
３
万
ha
の
休
養
地
が
必
要
に
な
る

と
結
論
づ
け
て
い
る
（
表
２
）
。

　
こ
の
論
文
を
読
ん
で
驚
い
た
の
は
、
国
土

の
国
立
公
園
体
系
を
お
そ
ら
く
我
が
国
で
初

め
て
具
体
的
に
提
案
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
結
果
と
し
て
ほ
ぼ
そ
の
と
お
り
に
実
現
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
新
設
す
べ
き
と
し
た

９
公
園
は
、
1
9
4
6
年
（
昭
和
21
年
）
の

伊
勢
志
摩
か
ら
始
ま
っ
て
１
９
５
６
（
昭
和

31
年
）
ま
で
に
す
べ
て
指
定
さ
れ
た
（
う
ち

3
つ
は
国
定
公
園
）。国
立
公
園
の
数
は
１
９

６
０
年
（
昭
和
35
年
）
に
目
標
ど
お
り
20
と

1940年現在

人口

国立公園面積

国立公園対国土面積比

人口一人当たり
国立公園面積

人

ha

%

㎡

73,000,000

1,000,000

2.60

137

人

ha

%

㎡

96,000,000

2,000,000

5.30

208

1960年現在

種別 面積（ha） 対国土比

人口
一人当たり
面積（㎡）

公園及び休養地
公園
国立公園
道府県立公園
市立公園
休養地
御料林
国有林
その他国有地
府道県有林
市有林
社寺及び私有地
社寺林及び私有林

4,630,400
2,230,400
2,000,000

172,800
57,600

2,400,000
150,000

1,000,000
100,000
790,000
60,000

150,000
150,000

12.20
5.90
5.30
0.45
0.15
6.30
0.39
2.63
0.26
2.08
0.16
0.39
0.39

482
232
208

18
6

250
16

104
10
82
6

16
16

※図中の1～7の数字は、北海道～九州の7地方を表している
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